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アニマルサイエンス学科海外実習報告：2019
Ⅰ．はじめに
2007年度より，アニマルサイエンス学科では，
「人と動物の共生」のありかたについて学習を促
進するため，海外での先進的事例や諸施設を見学
する海外実習自習を実施している（大辻，2013，
宮田ほか，2018）．
2019年度は，３年生対象の選択科目としてカ
リキュラム上に位置づけられた．そのため，今年
度の参加希望学生は，前年度より海外実習の目的
や見学予定施設および費用の概算についてあらか
じめ説明を受けたうえで，年度当初に履修登録を
することが必要となった．
参加者数は千住キャンパスから17名，東京西
から９名の計26名で，引率教員は２名（並木，
中田），旅行会社の添乗員１名であった．４月か
ら７月にかけて，履修者への事前学習を行い，
2019年８月17日～23日の旅程で現地での見学実
習が行われた（表１）．
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要約：　アニマルサイエンス学科では2007年度から海外実習を実施している．2019年度はオース
トラリアのタスマニアの国立公園や野生動物保護施設・シドニーの動物園・ブリスベンの動物保
護施設と大学農学部附属動物病院などを主な訪問先として，夏休み期間中に５泊７日の旅程で海
外実習を実施した．タスマニアでは州都ホバートから１時間圏内にある４カ所（タスマニア博物
館・ボノロングワイルドライフサンクチュアリ・マウントフィールド国立公園・猛禽類保護施設）
を，シドニーではタロンガ動物園を，ブリスベンでは市内の王立動物虐待防止協会・クイーンズ
ランド大学ガトンキャンパス内動物病院と学生実習施設を見学した．いずれの施設見学も，現地
ガイドによる解説があり，通訳も同行したことにより，短期行程ではあったが密度の濃い見学実
習となった．実習時の質疑応答や，参加学生からの実習日誌からは，積極的な学習意欲が向上し
たことや，本学科が掲げる「人と動物の共生」に寄与する上での知見が得られたなど，現在の学
業を広い視野から見つめるよい機会となったことがうかがえた．2019年度より「３年生の選択科
目」となったことにより，履修登録前の事前説明を前年度から丁寧に行うことが課題となっている．
表１　アニマルサイエンス学科海外実習旅程
日程 都市名 訪問先
8月17日（土） 東京（成田空港） メルボルン経由でホバートへ
8月18日（日） ホバート（タスマニア） ①タスマニア博物館
8月19日（月） 同上
②ボノロングワイルドライフサンクチュアリ
③マウントフィールド国立公園
8月20日（火） 同上シドニー
④猛禽保護施設
⑤タロンガ動物園
8月21日（水） シドニーからブリスベンへ ⑥王立動物虐待防止協会
8月22日（木） ブリスベン ⑦クイーンズランド大学（ガトンキャンパス）
8月23日（金）
ブリスベン
東京（成田空港）
ブリスベンから東京（成田空港）へ
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訪問施設はタスマニア博物館・ボノロングワイ
ルドライフサンクチュアリ・マウントフィールド
国立公園・猛禽類保護施設（以上タスマニア），
タロンガ動物園（シドニー），王立動物虐待防止
協会・クイーンズランド大学附属動物病院と学生
実習施設の７か所（以上ブリスベン）であった．
事前学習では基本的な海外旅行に際してのマ
ナーやオーストラリア持ち込みの可不可の荷物の
基準を学び，海外で起きうる危険回避のための
「安全講習」を外務省公式HPなどからの資料を
基に行った．さらに，タスマニアを中心とした
オーストラリアの自然環境や動物相の特徴の学
習・各見学先の主要な情報提供を行った．
実習先では解説いただいたガイドの方への質疑
応答の時間を設けるとともに，毎日の実習日誌を
課し，知識や体験したことの定着を計った．さら
に実習後は２年生全体に向けた実習概要紹介を行
う機会を設けたことで，自分たちの経験を日頃の
関心とつなげることができた．
Ⅱ．タスマニアでの見学先と実習内容
１．タスマニア博物館（TasmanianMuseumandArt
Gallery）
施設見学第１日目は「タスマニア市立博物館
（TMA）」 で， 哺 乳 類 鳥 類 の キ ュ ー レ タ ー の
Richard Hale氏から，主にイギリスやヨーロッパ
からの移入種問題をテーマに解説をしていただく
とともに，アボリジニの文化と侵略してきたヨー
ロッパ人との軋轢の問題を，ガイドのBruce 
Morley氏に解説していただいた．
また，日本からのタスマニア大学留学生に展示
ガイドの通訳もお願いしたが，そのような進路が
あることを本学学生も知ることができた．
学生からは，展示しているカイウサギやキツネ
の剥製について質問があり，移入種が本来の生物
相を脅かしている問題について，本土だけでなく
タスマニア島もそうであることに驚いたようで
あった．
その日の夜は，宿泊ホテルから少し歩いた講演
会会場で，Morley氏から「タスマニアの自然」
というタイトルでの講演をいただいた．地質学的
にはゴンドワナ大陸の一部であったタスマニア
が，幾度となく大陸移動の末，有袋類の一部がア
メリカ大陸と共通していること，また，一時的に
オーストラリア本土とつながっていた頃に行き来
した動物がいたことなどがわかりやすい地図で示
された．単孔類２種類が唯一みられるオーストラ
リアという土地が，哺乳類の祖先系を今も残して
いることに奇跡をみる思いであった．しかも，有
袋類の中でも食物連鎖の頂点にいる捕食動物「タ
スマニアタイガー」が，タスマニアにおいて20
世紀に絶滅したことを人々が記憶にとどめている
など，移入種問題の大きさを知ることができた．　
２．ボノロングワイルドライフサンクチュアリ
（BonorongwildlifeSanctuary）
第２日目の午前は，「ボノロングワイルドライ
フサンクチュアリ」を訪問し，この施設のオー
ナーであるGreg Irons氏よりガイドをしていた
図１　アボリジニの船（再現制作）の解説
実際の制作にあたっては，現在のアボリジニの人々
も作り方の詳細を知っている人がいないため，その
技術調査も含めて再現され，アボリジニの人々にとっ
てもたいへん有意義だったとのことである．
図２　タスマニア博物館の前でこぢんまりしている
が，この博物館は美術作品・歴史・自然史な
どの分野を網羅した総合博物館である．
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だいた．人々からの寄付と自治体からのわずかの
補助金で，野生動物の救護のための場所となるべ
く，さまざまな人々への宣伝を大事にしているこ
とを知り，心ある人々からの寄付で成り立つ仕組
みづくりが功を奏していた．母親を交通事故で無
くし，人工的に育てられたウォンバットの性格
や，どのように身を守っているかなど，およそ日
本では「かわいい」と称されるのみの本種が，実
際には独特な攻撃行動をもっているなど，救護し
飼育しているからこそ得られる情報をいただいた
（図３）．
タスマニアデビルも，事故で視力を失いつつあ
る個体がいて，顔面腫瘍症が広がってしまう原因
などの情報もいただくことができ，この場所がサ
ンクチュアリと言われる理由がよくわかった．ま
た，タスマニア唯一の野生動物救護病院が併設さ
れ，窓越しにその治療内容も見学することができ
る仕組みとなっていた．
動物看護師をめざす千住キャンパスの学生から
は，その運営方法について初めて知ることがで
き，人々からの支援を受けるための努力が継続的
に必要だということと，来園者に丁寧に動物の側
にたち，根拠を示しながら「ふれてもよいとこ
ろ，よくないところ」の説明があったことに感銘
をうけたとの感想が寄せられた．
３．マウントフィールド国立公園
（Mt.fieldNationalPark）
２日目の午後は「マウントフィールド国立公
園」の中を散策し，特に，巨大なユーカリやシダ
の林，夏にはカモノハシの泳ぐところが見られる
水路の付近や大きな滝まわりを見学し，地球上で
ただ一か所残っている「冷温帯原生林」を味わっ
た．この国立公園は世界遺産にも登録され，タス
マニア島の北西部の原生林ともつながっており，
町から日帰りでも行くことができるとあって，利
用者が多いとのことであった．
ガイドは，タスマニアでのツアー全体のコー
ディネートもしていただいた飯嶋千恵氏にお願い
し，手作りの案内図によって，タスマニアのユー
カリの特徴や太古から続く雄大な自然の命の繋が
りを解説していただいた．多少，アップダウンの
ある行程で，ぬかるみもあったが，ゆっくりした
行程であり，ところどころで森のなりたちの説明
をうかがいながら，日本では味わえない原生林の
一端を知ることができた（図４・図５）．
図３　ボノロングワイルドライフサンクチュアリの
オーナーであるGreg Irons氏とウォンバット
のガイド
図４　マウントフィールド国立公園での解説
ガイドの飯嶋氏による手作り資料が用いられた．
図５　有名な「ラッセル滝」
しばしば人の声がかき消されるほどの水量のある滝．
この国立公園の象徴的な場所である．
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学生の感想からは，ユーカリが高木であり，森
が焼けることで次世代のユーカリにつながるこ
と，冷温帯の原生林があること自体を初めて知っ
たことなどが挙げられていたほか，春から夏の時
期の野生動物が豊富に見られる時期ではなかった
ことを残念がる声もあった．本学の実習時期が夏
休みであるため，南半球での海外実習は冬にあた
り，時期と場所については検討をすることが必要
であろう．
４．猛禽保護施設（RaptorRefuge）
第３日目の午前，ホバートから西南に海岸沿い
に下ったところにある猛禽類の保護施設を見学し
た．ここは，20年ほど前に，オーストラリア本
土 で 動 物 看 護 師 を し て い た オ ー ナ ー（Creig 
Webb氏）が，自己資金で立ち上げた施設であり，
今では，数名のスタッフを擁して，教育活動も積
極的に行える場づくりをしている．日本からこの
施設を見学にきたのは初めてとのことで，熱のこ
もった解説をしていただいた．オーナー自身には
会えなかったが，教育スタッフ２名が，手作りの
教材（足，嘴，頭骨，翼など）をつくって教育活
動に活かしているとのことであった．また，実際
にトレーニング中の大きな網のドームや，すでに
野生復帰不可能な個体の繁殖のために準備された
大きなケージも見学できた．日本の猛禽類は，15
年ほど前まではいずれの種もレッドリスト記載種
であったが，ここ10年ほどで，たとえばオオタ
カは危急種からはずれ，イヌワシの保護増殖事業
も，今は十分，軌道にのりつつある．ただ，生態
系の頂点にいる猛禽類を保護するには，その地域
の動物相が豊富であることが前提であり，豊富な
動物相を支える植物相が健全であること，虫や土
壌生物が豊かであることも含まれる．また，タス
マニアが海に囲まれており，釣り針や網，海岸の
ごみ問題など，多くの部分が，日本と共通してい
ることを痛感した．
学生は，前日のボノロングと同様，こちらでも
野生動物救護の業務を目の当たりにし，動物をど
のような存在として守っていくべきか，また，人
間の責任について学んだようであり，質問内容と
しても「何がきっかけでこの施設をつくろうとし
たか」「働いている人のやりがいは」など，自分自
身の生き方とも重ねて考えていることがわかった．
Ⅲ．シドニーのタロンガ動物園（Taronga Zoo
Sydney）のナイトプログラム
この動物園は，100万人を超える入園者を迎え
るとともに，地元の子どもたちのナイトキャンプ
を通年にわたって行い，大人向けのナイトキャン
プも並行して実施しているが，当学のグループも
足元を照らす懐中電灯と遠い対岸の美しい夜景以
外は明かりというものがない中で，ゆっくりと動
物たちの寝小屋をのぞいたり，ひそかに音をたて
て動き回る草食動物やコモドドラゴンなどを見た
うえ，最後は，小動物飼育の小さな部屋でサーク
ルを作ってそっとポッサムに触れるというプログ
ラムを体験した．
翌朝は，まだ入園者がない中で，ゾウやキリン
をたっぷり見学する時間を得て，ゾウのトレーニ
ングの様子や，キリンの舌の使い方などを間近で
見学することができた．９時半で解散のあとは，図６　Raptor　refugeでのレクチャー参加の様子
図７　スタッフ手作りの教材の一部
交通事故などで死亡した猛禽類からこのような教材
を作ることもスタッフの業務である．丁寧に扱えば
触れることが可能である．
33
アニマルサイエンス学科海外実習報告：2019
11時過ぎまでゆっくりと園内見学をしたが，世
界動物園水族館協会と提携してつくられた「Tiger 
Trek」は，スマトラトラの保全をテーマにした，
イマージョン体験型の新しい展示施設で，SDGs
をめざしたパームオイルの認証制度について紹介
するなど，積極的に保全情報を伝えていた．その
日の夕方，シドニーからブリスベンに向かった．
Ⅳ．ブリスベンでの見学先と実習内容
１．王立動物虐待防止協会（RoyalSocietyforthe
PreventionofCrueltytoAnimals）
この施設は，元々は英国の非営利団体として設
立され，世界最大，最古の動物福祉団体である．
のちに世界に広がり，オーストラリアにも設立さ
れた．RSPCAの事業はそのほとんどが寄付金で
賄われており，遺棄された動物の保護や里親探
し，野生動物救助や保護活動，キャンペーン活動
など多岐に渡り，対象動物は犬，猫，小動物，
馬，爬虫類，鳥，野生動物など多岐に渡る（図
９）．
まず，RSPCAの概要や業務内容，ボランティ
アについてなどの詳細内容の講義が行われた．
RSPCAでは約360人のスタッフを雇用し，5000
人ものボランティアスタッフで運営している．
オーストラリアの各州に独立したRSPCAが存在
し，１カ所の運営で5400万オーストラリアドル
がコストとしてかかるが，政府からの援助は，こ
のうちわずか３％程度のみで，ほとんどが寄付で
まかなわれている．
その後，動物病院，ポニー舎，犬や猫舎を見学
した．動物病院には野生動物と伴侶動物の病院と
に分けられており，野生動物の動物病院内を見学
した．運ばれてくる野生動物のほとんどは，人間
による影響で被害を受けており，野生動物は
２万４千頭保護し治療を行った上で野生に返還し
ている．ただ治療をして野生に放すというだけで
なく，安全に確実に野生へ還すことを考慮し，保
護した場所や時間を正確に問診し，なるべく同様
のタイミングで戻す努力をしていることに感心し
た．
続いて，犬や猫，さらには爬虫類なども管理さ
図８　タロンガ動物園で保護されたポッサムのハン
ドリングのルールを学ぶ様子．専用の柔らか
い袋の中に入っていて，そっと上から触れる
ことができる．
図９　野生動物専用の動物病院入り口
この日は大型インコのキバタンを野生に還すため，
車に乗せられていくのをみかけた．オーストラリア
特有のコアラなども受診する．
図10　譲渡の相談などができるゆったりとしたス
ペースで，RSPCAの活動を知る資料や寄付
の受付もある．ロビーの周囲には各動物（犬，
猫）の個室があり，動物の個室内での様子が
確認できる．
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れている棟に移り自由に見学した．施設内はとて
も明るく清潔にしており，ロビーにはカフェス
ペースのような場所があり，ここで譲渡の相談等
を行っている（図10）．
日本の「アニマルシェルター」のイメージとは
異なっていた．国内のアニマルシェルターにもボ
ランティア登録して世話に来てもらうことはある
が，１頭ずつ向き合って十分な接し方が出来てい
ないのが現状かと思われる．本施設では動物ごと
に広く確保された個室を有しており（図11），各ボ
ランティアの人達が１頭１頭十分な時間，スキン
シップを取り世話をしているのは印象的であった．
２．クイーンズランド大学（ガトンキャンパス）
キャンパス内の動物病院および学生の実習施設
の見学を行った．クイーンズランド大学は獣医学
部と動物看護学部を持ち，数年前にセントルチア
キャンパスから広大な農場などのフィールドを有
しているガトンキャンパスに移動してきた．今
回，動物看護師教育に長く携わられているDr. 
Rebekah Scotneyの案内により，動物病院では，
主に獣医師と動物看護師の高学年生が実習の一環
として入院や診療，手術などの病院業務を担当し
ている様子を知ることができた．高学年の獣医学
生と動物看護学生が一緒になって診療業務の補助
を行っている（図12）．
入り口の受付から奥へ進むと薬局，入院室，検
査室，滅菌室，レントゲン室，手術室，超音波検
査室，エキゾチック動物診療室，学生の自習室な
ど様々な部屋があった．更に奥へと進むと馬の検
査室および入院室があり，馬を吊り下げるクレー
ンやトレッドミル，専用のレントゲン装置などの
非常に充実した施設を見学することができた．
また臨床実習の一環として病院にいた将来の獣
医師および動物看護師の人たちは１人１人が責任
を持って行動しているように感じた．その後，学
生の講義や実習室がある棟へ移動し，学生が自由
に出入り可能な自習の実習室（Student Clinical 
Skills Hub）をみせてもらった．ここには犬の挿
管，牛の直腸検査，数台の麻酔器が置いてあり，
学習意欲の高い学生は自ら臨床手技を繰り返し学
ぶことができる（図13）．
図11　RSPCA内の犬舎
全面ガラス張りで十分な広さを有しており，ボラン
ティアスタッフが中に入り１頭ごとスキンシップを
取りながら世話をしている．
図12　クイーンズランド大学動物病院内（Small
Animal）
高学年の獣医学生と動物看護学生が一緒になって診
療業務の補助を行っている．
図13　StudentClinicalSkillsHub
このような教材（内蔵の位置が確認できるモデル）
や学生手作りの標本などで手技の確認ができる
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また模擬診察という形で，学生が診察室内で架
空の診察を行い，その様子をマジックミラー越し
に先生が確認し，終了後にレクチャーを受けるこ
とができる教育システムも紹介された．
その後，クイーンズランド大学の動物看護学部
に関する教育や実習内容，将来の進路や活躍して
いる卒業生についてなどの講義を受けた．オース
トラリアの動物看護教育は，１～２年で全ての座
学や実習が終わり，３年で専門の授業，実習があ
り学内試験を合格したら学外実習へ行くように
なっている．救急医療，馬，眼科，野生動物など
さまざまな専門があり，自分に合った将来の選択
が出来るようになっている．オーストラリアの動
物看護師は国家資格であるが，国家試験の受験は
なく大学内の授業，実習等を履修していくことで
卒業時に国家資格が取得できることになってい
る．日本でも先日動物看護師を愛玩動物看護師と
して国家資格となることが決定したばかりである
ことから，千住キャンパスの学生は，国家資格と
しての動物看護師の制度や教育，その後の働き方
などに興味を持ち積極的に質問をしていた．
最後に，広大なキャンパスの一角に設けられた
写真撮影スポットで通訳の方も含め全員で記念写
真を撮影した（図14）．
Ⅴ．学生からの感想
全体を通した感想の中で印象に残ったこととし
て，１つの施設というよりも全体の施設を通し，
オーストラリアの人々の野生動物保護や動物愛護
に対する姿勢や考え方，行動力，認知度など様々
な観点において日本との違いを感じている学生が
多かった．これからの日本での「保護」について
どのような点を見習って生かしていけるかを考え
るきっかけになったようであった．
ボノロングワイルドライフセンターのように寄
付金の集めるスキル，寄付金だけではなく労働力
（柵を工事するなどの提供）という形での寄付を
行うといった点など日本のアニマルシェルター施
設とは規格や規模が異なることに驚きや感心の声
が多く記載されていた．これは，「学生にシェル
ターや保護という観点で，単なる動物保護施設の
ことだけではなく，人と動物との共生を重んじ，
その先にある問題点や意見を考えてもらう」とい
うことを体感してもらえたのではないかと思う．
また千住キャンパスの学生にとっては，同じ勉
強をしているオーストラリアの動物看護師教育に
ついて知ることができ，刺激を受けた学生が多く
いた．この中でも印象に残ったものとして，獣医
師と動物看護師の学生が，学生時代から共に学ん
でいくことで，チーム医療の現場をみることがで
き，重要性を理解することができたという意見が
あった．
東京西キャンパスの参加学生の中には，留学経
験のある者がいる一方，まったく初めての海外旅
行という学生もいたが，事前の情報提供はじめ準
備の期間に余裕があったため，多少の不安はあっ
ても比較的積極的に参加している様子がみられ
た．特に，日本の事情と異なり，市民からの寄付
による運営施設が多いことが印象に残ったととも
に，自分自身で土地を用意して保護施設を作って
いるという点には驚いたようであり，この点は千
住キャンパスの学生と共通している．
また，ほぼ同じ年代の若い女性がひとりでタス
マニア大学に留学してボランティアで通訳してい
ることも印象深かったことと，猛禽保護施設での
若い女性スタッフの生き生きした活動ぶりにも意
識の高さを実感したなど，同じ年代としてこれか
らの自分の生き方などにも影響があったと思われ
る．
さらに，アニマルシェルターの活動や動物看護
の現場を知る機会をあまりもたない東京西キャン
パスの学生にとっては，厳しい法律に基づいた動
物福祉の考え方の原点や，たくさんの人のボラン
タリーに支えられて動物たちが愛情深く見守られ
ていたり，そのような仕事に就くための専門的な
学習機会があることに大きな関心が寄せられてい
た．人と動物の共生という言葉のもつ意味につい
図14　クイーンズランド大学ガトンキャンパス
広大な敷地を背に全員での記念撮影
並木　美砂子，中田　真琴
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て，野生動物の救護や野生復帰の問題であれ，伴
侶動物の保護の問題であれ，人間社会の側の問題
が大きいことを改めて知るとともに，自分たちが
どのように社会に貢献できるか，考えていること
がうかがい知れた．
最後に，教員の立場としては，日本の動物看護
師の立場の向上，それに向けた動物看護師のレベ
ルアップに繋がる教育が必要であることを痛感し
たことと，社会全体で人間と動物との関係をいか
に構築していくかという視点から日々の授業や実
習を含めた教育実践を工夫していく事を課題とし
て認識した．
Ⅵ．まとめ
全体を通して，日本とは異なる文化に触れ，
様々なものの見方が変わったという意見がいくつ
かみられた．オーストラリアの人々はユーモアや
心の余裕があり，人に対して優しい環境が動物や
自然に対して優しい環境作りに通じているように
感じた学生もいた．どの学生も多くのことを学
び，吸収できた有意義な６日間であったと感じて
いるようであった．２つのキャンパスの学生が交
流する機会は現在ほとんどないが，この海外実習
はその数少ないチャンスのひとつであり，本学科
で大事にしたい選択科目である．
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